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都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

都
市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
は
、
民
鉄
各
社

の
新
し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
の
可
能

性
を
拡
げ
る
補
助
制
度
で
あ
る
。
本
稿
で
は

東
京
圏
で
の
今
後
の
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
の
課
題
を
念
頭
に
、
都
市
鉄
道
等
利

便
増
進
法
（
以
下
、
利
便
増
進
法
）
へ
の
期

待
を
述
べ
た
い
。

着
工
が
決
定
さ
れ
た
神
奈
川
東
部
方
面
線

は
、
相
鉄
線
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
東
海
道
貨
物
線

と
の
連
絡
線
２
・
７
㎞
お
よ
び
相
鉄
線
と
東

急
東
横
線
と
の
連
絡
線
10
㎞
を
整
備
、
神
奈

川
県
央
部
と
新
横
浜
、
東
京
都
心
と
を
結
ぶ

長
大
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
る
。
こ
の
整
備
に

よ
っ
て
二
俣
川
駅
︱
新
宿
間
で
15
分
、
海
老

名
駅
︱
目
黒
駅
で
15
分
、
湘
南
台
駅
︱
新

横
浜
駅
で
26
分
も
の
時
間
短
縮
が
達
成
さ
れ

る
。
既
設
線
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
極
め
て
有

効
に
活
用
し
た
計
画
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
助
成
制
度
で
は
、
こ
の
計
画

の
実
現
へ
の
道
の
り
は
大
変
厳
し
か
っ
た
と

言
え
よ
う
。
利
便
増
進
法
は
補
助
率
の
高
さ

や
補
助
交
付
事
業
者
の
制
約
条
件
の
低
さ
に

お
い
て
画
期
的
な
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

大
都
市
圏
に
お
い
て
も
将
来
の
少
子
高
齢
化

や
高
密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ゆ
え
の
厳
し
い
路

線
間
競
争
に
よ
っ
て
、
鉄
道
事
業
者
は
整
備

リ
ス
ク
を
抱
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
る
。

そ
う
し
た
リ
ス
ク
を
鉄
道
事
業
者
の
み
に
負

わ
せ
ず
、
関
係
者
間
で
リ
ス
ク
を
分
担
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
既
設
線
間
を
接
続

さ
せ
る
こ
と
で
鉄
道
事
業
者
間
に
発
生
す
る

反
射
損
益
を
調
整
で
き
る
た
め
、
積
極
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
も
可
能
に
な
る
。

東
京
圏
の
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
世

界
的
に
み
て
も
高
密
度
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て

概
成
し
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
概

成
し
た
が
ゆ
え
に
、
既
設
線
間
の
短
絡
線
を

整
備
す
る
小
規
模
投
資
で
、
新
し
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
誕
生
す
る
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
秘
め
て
い
る
。
既
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

上
手
に
活
用
し
た
至
近
の
例
と
し
て
、
東
武

ス
ペ
ー
シ
ア
の
Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
乗
り
入
れ
や
、

小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
北
千
住
駅
・
新
木

場
駅
へ
の
乗
り
入
れ
計
画
が
あ
る
。
ス
ペ
ー

シ
ア
の
事
例
は
、
従
来
の
浅
草
駅
で
の
利
用

客
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
新
宿
駅
で
の

利
用
客
を
増
や
し
て
お
り
、新
し
い
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
拡
大
に
成
功
し
た
事
例
と
言
え
る
。
ロ

マ
ン
ス
カ
ー
の
乗
り
入
れ
も
首
都
圏
の
有
数

な
観
光
資
源
で
あ
る
箱
根
へ
の
観
光
客
の
増

加
や
都
心
へ
の
通
勤
客
の
増
加
を
も
た
ら
す

と
思
わ
れ
る
。

運
輸
政
策
審
議
会
第
18
号
答
申
（
平
成
12

年
1
月
）
で
示
さ
れ
た
東
京
圏
の
中
長
期
都

市
鉄
道
計
画
で
も
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活
用

し
た
混
雑
緩
和
や
空
港
ア
ク
セ
ス
機
能
向
上

を
目
的
と
し
た
路
線
計
画
が
示
さ
れ
て
い
る
。

既
設
線
間
を
短
絡
線
で
結
ぶ
計
画
例
と
し
て

は
、
例
え
ば
Ｊ
Ｒ
東
北
線
、
高
崎
線
及
び
常

磐
線
の
東
京
駅
延
伸
（
３
・
６
㎞
）、
京
浜
急

行
空
港
線
と
東
急
目
蒲
線
を
結
ぶ
蒲
々
線

（
３
・
０
㎞
）、
東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
豊
洲
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駅
か
ら
半
蔵
門
線
住
吉
駅
へ
の
延
伸（
５
・
５

㎞
）、
横
浜
市
営
地
下
鉄
あ
ざ
み
野
駅
か
ら

小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅
へ
の
延
伸（
６
・
６

㎞
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
短
絡
線
整

備
に
よ
っ
て
大
き
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が

も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

相
互
直
通
化
の
負
の
側
面

東
京
圏
の
都
市
鉄
道
整
備
は
、
他
の
交
通

計
画
に
例
を
見
な
い
ほ
ど
着
実
に
進
め
ら
れ

て
い
る
の
だ
が
、
ピ
ー
ク
需
要
の
集
中
は
凄

ま
じ
く
、
都
心
へ
向
か
う
５
０
０
万
人
の
通

勤
客
、
通
学
客
は
苛
酷
な
移
動
を
日
々
強
い

ら
れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
相
直
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
効
果
を
享
受
し
な
が
ら
、

一
方
で
、
問
題
を
顕
在
化
さ
せ
て
い
る
の
が

高
い
混
雑
率
が
も
た
ら
す
列
車
遅
延
で
あ
る
。

非
常
に
高
度
な
運
行
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
ピ
ー
ク
時
に
は
約
２
分
ヘ
ッ
ド
の
ダ
イ

ヤ
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
、
列
車
遅

延
が
５
分
発
生
す
る
と
、
運
行
本
数
は
時
間

30
本
か
ら
28
本
へ
減
じ
ら
れ
て
し
ま
う
。
輸

送
人
員
が
輸
送
力
の
１
・
７
倍
（
混
雑
率

１
７
０
％
）
の
状
況
を
想
定
し
て
み
よ
う
。

運
行
本
数
が
２
本
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

輸
送
力
が
約
７
％
低
下
す
る
こ
と
を
意
味
し

て
お
り
、
混
雑
率
に
す
る
と
約
13
％
も
上
昇

（
混
雑
率
１
８
３
％
）
し
て
し
ま
う
計
算
に

な
る
。 

運
転
間
隔
が
開
く
こ
と
で
駅
の
乗
車
客
が

増
加
し
、
本
来
よ
り
混
雑
し
た
列
車
に
乗
り

込
む
た
め
、
さ
ら
に
乗
車
時
間
が
増
加
す
る
。

ま
た
、
１
列
車
当
た
り
の
駅
で
の
降
車
客
も

増
加
し
、
混
雑
し
た
車
内
か
ら
ド
ア
ま
で
進

む
た
め
に
、
さ
ら
に
降
車
に
時
間
が
と
ら
れ

る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
乗
降
時
間
の
増

加
は
駅
で
の
停
車
時
間
の
増
加
に
直
結
す

る
。駅

で
の
停
車
時
間
の
増
加
は
、
後
続
列
車

へ
も
遅
延
が
伝
播
し
、
結
果
的
に
路
線
全

体
で
の
速
度
低
下
が
起
こ
り
、
列
車
遅
延
を

拡
大
さ
せ
る
。
速
度
低
下
は
路
線
に
よ
っ
て

様
々
で
あ
る
も
の
の
、
オ
フ
ピ
ー
ク
時
の
列

車
速
度
に
比
し
て
ピ
ー
ク
時
に
は
約
20
％
か

ら
約
40
％
ま
で
低
下
し
て
い
る
路
線
も
あ
り
、

利
用
者
に
と
っ
て
は
、
最
も
混
雑
が
激
し
い

時
間
帯
に
最
も
長
く
乗
車
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
17
年
度
大
都
市
交
通
セ
ン
サ
ス
に
よ

れ
ば
、
東
京
圏
の
駅
内
で
の
ピ
ー
ク
時
の
平

均
歩
行
速
度
は
分
速
40
ｍ
弱
と
い
う
報
告
が

あ
る
。
１
分
間
歩
い
て
も
２
車
両
分
し
か
進

む
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。
特
に
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
周
辺
で
の
大
規
模
な
都
市
開
発
に

よ
る
降
車
客
の
増
加
と
あ
い
ま
っ
て
、
ホ
ー

ム
上
で
の
乗
車
客
と
降
車
客
と
の
錯
綜
が

起
き
て
お
り
、
そ
れ
が
乗
降
時
間
を
増
加
さ

せ
、
列
車
遅
延
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
駅
の

大
規
模
化
の
影
響
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

平
均
乗
り
換
え
所
要
時
間
も
こ
の
5
年
間
で

３
・
９
分
か
ら
４
・
５
分
へ
と
悪
化
傾
向
に
あ

る
。
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輸
送
障
害
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
問
題
に

も
言
及
し
て
お
き
た
い
。
国
土
交
通
省
が
東

京
都
と
欧
米
都
市
と
の
踏
切
数
の
比
較
結
果

を
公
表
し
て
い
る
が
、
東
京
都
の
６
２
８
カ

所
に
比
し
て
、
パ
リ
14
カ
所
、
ロ
ン
ド
ン
10

カ
所
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
１
２
２
カ
所
、
路
線

延
長
に
差
が
あ
る
と
は
言
っ
て
も
、
わ
が
国

に
は
圧
倒
的
に
踏
切
が
残
存
し
て
い
る
。
踏

切
問
題
に
関
す
る
多
く
の
議
論
は
、
開
か
ず

の
踏
切
に
よ
る
道
路
渋
滞
で
あ
る
が
、
踏
切

障
害
は
運
転
事
故
件
数
の
半
数
を
占
め
て
お

り
、
相
互
直
通
運
転
が
進
み
シ
ー
ム
レ
ス
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
が
整
う
一
方
で
、
一
カ

所
で
起
き
た
踏
切
障
害
が
極
め
て
広
範
囲
な

輸
送
障
害
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
問
題
が
発

生
し
て
い
る
。

利
便
増
進
法
の
課
題

相
互
直
通
化
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

は
是
と
考
え
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
前
述
し

た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
複
々
線
化
や

駅
構
内
の
改
良
、
踏
切
事
故
対
策
な
ど
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
こ
れ
ら
の

改
良
工
事
に
利
便
増
進
法
を
適
用
す
る
際
の

課
題
を
考
え
て
い
き
た
い
。

民
鉄
線
の
複
々
線
化
の
助
成
と
し
て
極
め

て
有
効
に
機
能
し
て
き
た
特
々
制
度
は
平
成

17
年
に
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
廃
止
さ
れ
事

実
上
の
新
規
認
定
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
利

便
増
進
法
の
活
用
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
利
便
増
進
法
に
よ

る
速
達
性
向
上
事
業
の
補
助
対
象
は
、
連
絡

線
整
備
と
連
絡
施
設
の
整
備
、
列
車
追
越
施

設
の
整
備
に
限
ら
れ
て
い
る
。
複
々
線
に
よ

る
速
達
性
向
上
の
効
果
は
既
に
複
数
の
路
線

で
発
現
し
て
お
り
、
そ
の
効
果
は
利
用
者
も

実
感
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
追
越
施
設

の
連
続
で
複
々
線
と
す
る
の
は
少
々
乱
暴
な

考
え
と
思
わ
れ
る
の
で
、
速
達
性
向
上
事
業

に
複
々
線
化
を
明
確
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
運
輸
政
策
審
議
会
第
18
号
答

申
の
Ａ
２
路
線
（
目
標
年
次
２
０
１
５
年
ま

で
に
整
備
着
手
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
路

線
）と
し
て
の
東
京
9
号
線
の
複
々
線
化（
和

泉
多
摩
川
︱
新
百
合
ヶ
丘
）、
Ｂ
路
線
（
今

後
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き
路
線
）
と
し

て
の
東
京
10
号
線
の
複
々
線
化
（
笹
塚
︱
調

布
）、
東
急
田
園
都
市
線
の
複
々
線
化
（
溝

の
口
︱
鷺
沼
）、
答
申
路
線
で
は
無
い
も
の

の
混
雑
率
が
非
常
に
高
い
東
京
メ
ト
ロ
東
西

線
の
複
々
線
化
な
ど
、
輸
送
力
増
強
が
必
要

な
路
線
は
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

駅
構
内
の
改
良
に
関
す
る
利
便
増
進
法
の

駅
施
設
利
用
円
滑
化
事
業
の
補
助
対
象
は
、

乗
り
換
え
ま
た
は
乗
降
を
円
滑
に
行
う
た
め

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
、
乗
換
連
絡
施
設
、
改

札
口
、
駅
構
内
自
由
通
路
、
自
動
車
駐
車
場

ま
た
は
自
転
車
駐
輪
場
と
な
っ
て
い
る
。よ
っ

て
、
乗
降
者
の
滞
留
に
伴
う
列
車
遅
延
を
解

消
す
る
た
め
の
ホ
ー
ム
拡
充
や
ホ
ー
ム
増
設

へ
の
適
用
は
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。
問
題
は

膨
大
な
建
設
工
事
費
に
比
し
て
利
用
者
の
増

加
が
見
込
み
に
く
く
、
施
設
使
用
料
の
設
定

が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
い
と
想
定
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
具
体
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
調

査
研
究
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

対
象
事
業
要
件
の
累
積
黒
字
転
換
年
限
に
対

す
る
公
益
性
の
考
慮
、補
助
負
担
率
の
検
討
、

市
街
地
再
開
発
事
業
と
一
体
化
し
た
施
設
整

備
方
法
の
検
討
な
ど
が
必
要
で
あ
る
。

踏
切
対
策
は
、
鉄
道
と
道
路
の
立
体
化
や

歩
行
者
等
立
体
横
断
施
設
、
踏
切
保
安
設

備
整
備
に
よ
る
踏
切
道
の
改
良
な
ど
が
基
本

と
な
る
。
連
立
事
業
を
標
榜
す
る
東
武
伊
勢

崎
線
竹
ノ
塚
の
踏
切
で
は
、
先
立
っ
て
自
転

車
対
応
型
の
歩
道
橋
が
設
置
さ
れ
、
利
用
状

況
も
良
好
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
地
平
上
の

複
々
線
は
、
構
造
的
に
踏
切
横
断
距
離
が
長

く
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
頻
度
な
鉄
道

運
行
に
よ
っ
て
踏
切
の
開
放
時
間
は
非
常
に

短
く
な
る
。
ま
た
駅
付
近
の
踏
切
道
で
の
通

過
交
通
量
が
多
く
、
踏
切
障
害
が
発
生
す
る

可
能
性
も
高
く
な
る
。
利
便
増
進
法
に
よ
る

交
通
結
節
機
能
高
度
化
計
画
は
比
較
的
大
規

模
な
駅
部
改
良
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
歩

行
者
等
立
体
横
断
施
設
の
整
備
と
合
わ
せ
て

構
内
自
由
通
路
整
備
や
改
札
整
備
な
ど
駅
部

の
安
全
性
と
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
計
画
も

積
極
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

費
用
分
担
の
ジ
レ
ン
マ

利
便
増
進
法
の
補
助
金
は
補
助
対
象
経
費

の
３
分
の
２
を
国
と
地
方
公
共
団
体
の
協

調
補
助
で
捻
出
し
、
事
業
が
行
わ
れ
る
地
方

公
共
団
体
が
費
用
を
捻
出
す
る
即
地
主
義
を

と
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
都
市
鉄
道
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
は
広
域
に
効
果
を
も
た
ら
す
。

特
定
の
地
方
公
共
団
体
に
集
中
的
な
費
用
捻

出
を
さ
せ
る
現
在
の
や
り
方
が
妥
当
で
あ
る

か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
整
備
費
を
捻
出
す
る
当

該
地
方
公
共
団
体
と
そ
の
効
果
を
享
受
す
る

地
方
公
共
団
体
が
異
な
る
場
合
は
費
用
負
担

に
対
す
る
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、

東
京
圏
全
体
で
み
れ
ば
重
要
な
事
業
で
あ
っ

て
も
、
そ
の
整
備
順
位
が
低
下
す
る
こ
と
に

も
な
っ
て
し
ま
う
。
十
年
ほ
ど
前
か
ら
新
規

整
備
の
公
共
事
業
に
は
費
用
対
効
果
分
析
が

義
務
付
け
ら
れ
、
利
便
増
進
法
で
は
交
通
需

要
予
測
に
基
づ
い
た
施
設
使
用
料
算
定
が
行

わ
れ
て
い
る
。
分
析
技
術
上
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
に
よ
る
便
益
の
帰
着
地
域
も
特
定
す

る
素
地
が
で
き
て
い
る
。
関
係
す
る
地
方
公

共
団
体
が
増
加
す
る
こ
と
で
調
整
が
難
し
く

な
る
課
題
も
発
生
す
る
が
、
よ
り
公
平
な
費

用
負
担
、
整
備
計
画
の
遅
延
の
解
消
の
観
点

か
ら
前
向
き
な
議
論
を
行
う
必
要
が
高
い
と

考
え
て
い
る
。

都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
近
未
来
考

最
後
に
既
存
の
都
市
鉄
道
サ
ー
ビ
ス
を
よ

り
向
上
さ
せ
る
た
め
の
今
後
の
方
向
性
を
４

点
述
べ
た
い
。

一
つ
め
は
異
な
る
軌
間
を
も
つ
路
線
間
の

相
互
直
通
運
転
で
あ
る
。
現
在
、
新
幹
線
と

在
来
線
を
直
通
運
転
す
る
フ
リ
ー
ゲ
ー
ジ
ト

レ
イ
ン
の
技
術
研
究
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ

て
い
る
。
高
速
走
行
性
と
急
曲
線
の
通
過
性

能
の
両
方
を
担
保
す
る
非
常
に
難
し
い
車
両
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技
術
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
幹
線

鉄
道
の
車
両
開
発
と
併
行
し
て
都
市
鉄
道
の

車
両
開
発
も
視
野
に
入
れ
た
研
究
を
展
開
で

き
な
い
だ
ろ
う
か
。
都
市
鉄
道
の
列
車
走
行

頻
度
に
応
じ
た
台
車
の
耐
久
性
や
軌
間
可
変

装
置
の
通
過
時
間
の
短
縮
な
ど
、
幹
線
鉄
道

よ
り
も
要
求
水
準
が
高
く
な
る
事
項
も
あ
ろ

う
。
運
輸
政
策
研
究
所
で
提
案
さ
れ
た
東
武

野
田
線
と
北
総
線
と
の
連
絡
線
整
備
に
よ
る

埼
玉
方
面
か
ら
の
成
田
空
港
ア
ク
セ
ス
性
の

向
上
な
ど
は
一
例
で
あ
る
が
、
フ
リ
ー
ゲ
ー

ジ
車
両
の
開
発
に
よ
り
、
新
し
い
都
市
鉄
道

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
の
可
能
性
が
大
き
く

広
が
る
。

二
つ
め
は
、
地
下
鉄
内
の
急
行
化
の
促
進

で
あ
る
。
運
輸
政
策
審
議
会
第
18
号
答
申
で

も
都
心
部
の
高
速
移
動
に
関
す
る
議
論
が
な

さ
れ
、
京
葉
線
の
新
宿
・
三
鷹
延
伸
な
ど
が

計
画
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
検

討
は
は
か
ば
か
し
く
な
い
。
都

区
部
の
地
下
鉄
の
ほ
と
ん
ど
が

緩
行
運
転
と
な
っ
て
い
る
が
、

急
行
化
の
た
め
の
追
越
施
設
の

整
備
に
よ
っ
て
、
都
心
部
の

み
な
ら
ず
広
域
に
速
達
性
を
も

た
ら
す
効
果
は
大
き
い
と
考
え

る
。
小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の

東
京
メ
ト
ロ
千
代
田
線
乗
り
入

れ
に
際
し
、
地
下
鉄
区
間
内
で

の
急
行
運
転
が
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
方

向
性
は
地
下
鉄
に
相
直
す
る
民

鉄
各
線
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

向
上
さ
せ
、
利
便
増
進
法
の
理

念
に
も
合
致
し
た
も
の
と
考
え

る
。三

つ
め
は
、
都
市
鉄
道
の
端

末
交
通
機
関
の
サ
ー
ビ
ス
改
善

に
よ
る
公
共
交
通
と
し
て
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
向
上
で
あ
る
。
例

え
ば
、
駅
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
バ

ス
サ
ー
ビ
ス
は
改
善
す
る
余
地

が
ま
だ
ま
だ
多
い
と
思
わ
れ
る
。

モ
ー
ド
独
立
で
は
な
く
、
公
共

交
通
を
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
で

捉
え
た
計
画
コ
ン
セ
プ
ト
が
必
要
で
あ
る
。

駅
端
末
バ
ス
路
線
の
道
路
容
量
の
増
加
、
駅

前
広
場
の
整
備
、
拡
大
な
ど
道
路
管
理
者
の

役
割
が
大
き
く
、
鉄
道
・
バ
ス
・
道
路
・
都

市
側
の
組
織
横
断
に
よ
る
協
働
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
と
重
点
投
資
が
期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

Ｅ
Ｓ
Ｔ
（
環
境
的
に
持
続
可
能
な
交
通
）
の

一
環
と
し
て
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
実
証
実

験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
格
的
な
普
及

の
た
め
に
は
、
駅
直
近
で
の
自
動
車
駐
車
場

の
安
価
な
貸
与
が
必
要
と
考
え
る
。
駅
付
近

の
高
架
下
な
ど
で
の
駐
車
場
貸
与
な
ど
鉄
道

事
業
者
側
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。

四
つ
め
は
、
鉄
道
技
術
に
関
す
る
コ
ン

セ
ン
サ
ス
会
議
な
ど
利
用
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
の
創
出
で
あ
る
。
わ
が
国

の
鉄
道
技
術
は
極
め
て
高
度
で
あ
る
し
、
整

備
を
推
進
す
る
た
め
の
新
し
い
整
備
制
度
も

そ
の
都
度
創
ら
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
利
用

者
は
鉄
道
の
安
全
性
を
至
極
当
然
と
と
ら

え
、
混
雑
や
列
車
遅
延
に
対
し
て
大
き
な
不

満
を
抱
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ピ
ー
ク
需
要

の
集
中
は
、
都
心
立
地
企
業
が
時
間
集
積
の

経
済
性
を
求
め
て
同
一
時
刻
帯
に
始
業
時
刻

を
集
中
さ
せ
て
き
た
結
果
で
あ
る
し
、
ピ
ー

ク
時
の
駅
停
車
時
間
の
増
加
に
よ
る
列
車
遅

延
は
、
発
車
間
際
や
混
雑
車
両
へ
の
数
名
の

無
理
な
乗
車
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
都
市
鉄
道
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
利

便
性
を
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
な

運
行
に
も
支
障
を
き
た
す
。
鉄
道
輸
送
と
鉄

道
利
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
市
民
対
話
の
機

会
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

三崎口

横浜

鶴見
中山

あざみ野

目黒和泉多摩川

調布

新木場

池袋

押上

住吉

見沼代
親水公園

八王子

立川
三鷹

町田

上北台

大泉学園町
光が丘

練馬石神井公園

大宮

蓮田
野田市

岩槻

越谷

松戸

北越谷

印西牧の原

つくば

印旛日本医大

新東京国際空港
箱根ケ崎

横浜線・相模線方面

羽田空港方面羽田空港方面

総武線方面

武蔵野線方面

新百合ヶ丘新百合ヶ丘

喜多見喜多見
東北沢東北沢 渋谷渋谷

笹塚笹塚

赤羽岩淵赤羽岩淵

日暮里日暮里
上野上野

東京東京
秋葉原秋葉原新宿新宿

豊洲豊洲

大倉山
新横浜 川崎

東急蒲田
羽田空港

海浜幕張

津田沼船橋

新浦安
中央博物館・市立病院前

県庁前

日吉日吉

大崎大崎

桜木町
元町

二俣川

油壺

東京圏鉄道網図（運輸政策審議会第18号答申）

（資料：国土交通省）

答申路線の整備状況（2007年4月1日現在）

A1路線

A2路線

B 路線

　計

288
（100％）

45
（16％）

95
（33％）

148
（51％）

167
（100％）

152
（91％）

15
（9％）

0
（0％）

203
（100％）

203
（100％）

0
（0％）

0
（0％）

658
（100％）

417
（63％）

93
（14％）

148
（23％）
単位：km

答申延長 未着手 整備中 営業中

目標年次（2015年）までに
開業することが適当である路線（Ａ1）

目標年次（2015年）までに
整備着手することが適当である路線（Ａ2）

今後整備について検討すべき路線（Ｂ）

路線の新設 複々線化等


